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(57)【要約】
電気光学ディスプレイは、画素電極のアレイを含み、画
素電極の各行は、ソース線に関連付けられ、そのソース
線は、基板の裏からビアを通して基板の表に接続するＴ
ワイヤを用いてドライブチップに接続される。ビアは、
ジグザグパターンまたは疑似ランダムパターン等で間隔
を置かれ、隣接する画素が、駆動されているとき、例え
ば、テキスト文字を提示しているとき、Ｔワイヤ間の容
量結合を低減させる。一実施形態において、各画素電極
は、それに関連付けられた薄膜トランジスタを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気光学ディスプレイであって、前記電気光学ディスプレイは、
　ドライバチップと、
　基板を備えているバックプレーンと
　を備え、
　前記基板は、画素電極のアレイを備えている表側を含み、前記画素電極のアレイは、画
素行と画素列とを含み、
　前記画素行の各々は、前記画素行に対して平行に延びている行線を含み、各行線は、Ｔ
ワイヤに結合され、前記Ｔワイヤは、前記ドライバチップにも結合され、
　各Ｔワイヤは、前記基板の裏側に沿って、前記行線に対して実質的に垂直な方向に延び
、各Ｔワイヤは、ビアを通して前記基板の表側に移行し、
　各Ｔワイヤのための各ビアは、最も近い近隣ビアを有し、前記ビアと前記最も近い近隣
ビアとは、同じ画素列と整列させられていない、電気光学ディスプレイ。
【請求項２】
　各画素電極は、それに関連付けられた薄膜トランジスタを有する、請求項１に記載の電
気光学ディスプレイ。
【請求項３】
　前記行線は、ソース線である、請求項２に記載の電気光学ディスプレイ。
【請求項４】
　各画素列は、それに関連付けられたそれぞれの列線を有する、請求項２または３に記載
の電気光学ディスプレイ。
【請求項５】
　前記列線は、走査線である、請求項４に記載の電気光学ディスプレイ。
【請求項６】
　前記ドライバチップは、前記基板に結合されている、請求項１－５のいずれか１項に記
載の電気光学ディスプレイ。
【請求項７】
　前記基板は、プリント回路基板、可撓性回路、または微細加工回路を備えている、請求
項１－６のいずれか１項に記載の電気光学ディスプレイ。
【請求項８】
　前記ビアは、前記基板上にジグザグパターンで配列されている、請求項１－７のいずれ
か１項に記載の電気光学ディスプレイ。
【請求項９】
　前記ビアは、前記バックプレーン上に疑似ランダムパターンで配列されている、請求項
１－８のいずれか１項に記載の電気光学ディスプレイ。
【請求項１０】
　各ビアは、前記バックプレーンにおける開口部の中に配置された伝導性材料を備えてい
る、請求項１－９のいずれか１項に記載の電気光学ディスプレイ。
【請求項１１】
　前記電気光学ディスプレイは、電気泳動媒体をさらに含む、請求項１－１０のいずれか
１項に記載の電気光学ディスプレイ。
【請求項１２】
　電気光学ディスプレイを形成する方法であって、前記方法は、
　ドライバチップおよびバックプレーンを提供することであって、前記バックプレーンは
、複数の画素行と複数の画素列とのアレイにおいて配列された複数の画素電極を有する基
板を備え、前記複数の画素行の各々は、それに関連付けられた行線を有する、ことと、
　前記複数の画素列のうちの第１の画素列に関連付けられた第１の複数のＴワイヤを形成
することであって、前記第１の複数のＴワイヤの各々は、前記ドライバチップに接続され
ている、ことと、
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　２つのビアが任意の画素列の隣接する画素行に関連付けられないように、前記バックプ
レーン内に第１の複数のビアを形成することと、
　前記バックプレーン内に配置された前記第１の複数のビアのうちの１つを使用して、前
記第１の複数のＴワイヤの各々を第１の複数の行線のうちのそれぞれの１つに接続するこ
とと
　を含む、方法。
【請求項１３】
　前記複数の画素列のうちの第２の画素列に関連付けられた第２の複数のＴワイヤを形成
することであって、前記第２の複数のＴワイヤの各々は、前記ドライバチップに接続され
ている、ことと、
　２つのビアが任意の画素列の隣接する画素行に関連付けられないように、前記バックプ
レーン内に第２の複数のビアを形成することと、
　前記バックプレーン内に配置された前記第２の複数のビアのうちの１つを使用して、前
記第２の複数のＴワイヤの各々を第２の複数の行線のうちのそれぞれの１つに接続するこ
とと
　をさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の画素電極の各々は、それに関連付けられた薄膜トランジスタを有する、請求
項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の複数の行線および前記第２の複数の行線は、ソース線である、請求項１４に
記載の方法。
【請求項１６】
　前記複数の列線の各々は、走査線である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ドライバチップは、前記バックプレーンに結合される、請求項１２－１６のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記バックプレーンは、プリント回路基板、フレックス回路、または印刷層の基板であ
る、請求項１２－１７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１の複数のビアおよび前記第２の複数のビアは、前記バックプレーン上にジグザ
グパターンで配列される、請求項１２－１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１の複数のビアおよび前記第２の複数のビアは、前記バックプレーン上に疑似ラ
ンダムパターンで配列される、請求項１２－１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　第１の複数のビアを形成することは、
　前記バックプレーンにおいて第１の複数の開口部を形成することと、
　前記第１の複数の開口部の各々を伝導性材料で充填することと
　をさらに含む、請求項１２－２０のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願）
　本願は、２０１８年２月１５日に出願された米国仮特許出願第６２／６３１，２６１号
の優先権を主張する。本明細書に引用または議論される特許および特許出願全ては、参照
することによって、それらの全体として本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
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　本発明は、電気光学ディスプレイバックプレーンに関する。より具体的に、ある側面に
おいて、本発明は、タイル状に張り付けられた電気光学ディスプレイ、例えば、電気泳動
ディスプレイのための狭額縁ディスプレイパネルに関する。ディスプレイパネルにおける
画素電極への低減した容量結合を有するシステムおよび方法を開発することが、有益であ
ろう。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　故に、本発明は、ドライバチップとバックプレーンとを含む電気光学ディスプレイを提
供する。バックプレーンは、画素行と画素列とを含むアレイにおいて配列される画素電極
を伴う表側を含む基板を含む。画素行の各々は、画素行に対して平行に延びる行線（すな
わち、ソース線）を含み、各行線は、Ｔワイヤに結合される。Ｔワイヤは、ドライバチッ
プにも結合され、Ｔワイヤは、基板の裏側に沿って、行線に対して実質的に垂直な方向に
延びる。各Ｔワイヤは、基板の裏側からビアを通して基板の表側に移行する。各Ｔワイヤ
のための各ビアは、最も近い近隣ビアを有し、ビアと最も近い近隣ビアとは、少なくとも
１つの画素列によって分離される。ビアに最も近い近隣ビアは、増加する半径を伴い、ビ
アにおいて中心を有する円を連続して描くことによって識別され得る。第２のビアが、同
心円のうちの１つによって初めて捕捉されるとき、それは、最も近い近隣ビアである。半
径方向距離に基づいて、２つ以上の同等の最も近い近隣ビアが、存在し得る。
【０００４】
　別の側面において、本発明は、ドライバチップとバックプレーンとを含む電気光学ディ
スプレイを提供する。バックプレーンは、基板を含み、基板は、複数の画素行と複数の画
素列とのアレイにおいて配列される複数の画素電極を有する視認表面を含み、複数の画素
行の各々は、それに関連付けられた行線を有する。複数の画素列のうちの第１の画素列は
、それに関連付けられた第１の複数のＴワイヤを有し、第１の複数のＴワイヤの各々は、
ドライバチップに接続される。第１の複数のＴワイヤの各々は、バックプレーン内に配置
された第１の複数のビアのうちの１つによって、第１の複数の行線のうちのそれぞれの１
つに接続され、第１の複数のビアは、２つの隣接する画素行に関連付けられるビアが、同
じ画素列に関連付けられないように、バックプレーン内に配列される。
【０００５】
　さらに別の側面において、本発明は、ドライバチップとバックプレーンとを含む電気光
学ディスプレイを提供する。バックプレーンは、基板を含み、基板は、複数の画素行と複
数の画素列とのアレイにおいて配列される複数の画素電極を有する視認表面を含む。複数
の画素行の各々は、それに関連付けられた行線を有し、複数の画素列のうちの第１の画素
列は、それに関連付けられた第１の複数のＴワイヤを有する。第１の複数のＴワイヤの各
々は、ドライバチップに接続され、第１の複数のＴワイヤの各々は、バックプレーン内に
配置された第１の複数のビアのうちの１つによって第１の複数の行線のうちのそれぞれの
１つに接続される。第１の複数のビアは、２つのビアが任意の画素列の隣接する画素行に
関連付けられないように、バックプレーン内に配列される。
【０００６】
　本発明は、加えて、本明細書に説明されるように、ドライバチップとバックプレーンと
を含む複数の電気光学ディスプレイを含む大型フォーマットディスプレイを含む。Ｔワイ
ヤの配列により、個々の電気光学ディスプレイは、パネル間に非アクティブ領域が殆どな
い状態で一緒に接合されることができる。ビアが、互い違いに配置されているので、また
は、疑似ランダムパターンで配列されているので、画素電極とＴワイヤとの間の容量結合
は、多いに低減させられ、それによって、より高品質画像（すなわち、色状態間のより良
好なコントラスト、および画像が切り替えられた後のより少ない残り、すなわち、「残像
」）をもたらす。
【０００７】
　さらに別の側面において、本発明は、電気光学ディスプレイを形成する方法を提供する
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。方法は、ドライバチップおよびバックプレーンを提供することを含み、バックプレーン
は、複数の画素行と複数の画素列とのアレイにおいて配列された複数の画素電極を有する
基板を含み、複数の画素行の各々は、それに関連付けられた行線を有する。方法は、複数
の画素列のうちの第１の画素列に関連付けられた第１の複数のＴワイヤを形成することも
含み、第１の複数のＴワイヤの各々は、ドライバチップに接続される。方法は、２つのビ
アが任意の画素列の隣接する画素行に関連付けられないように、バックプレーン内に第１
の複数のビアを形成することをさらに含む。方法は、第１の複数のＴワイヤの各々をバッ
クプレーン内に配置された第１の複数のビアのうちの１つを使用して、第１の複数の行線
のうちのそれぞれの１つに接続することをなおもさらに含む。
【０００８】
　さらに別の側面において、本発明は、ドライバチップとバックプレーンとを含む電気光
学ディスプレイを提供する。バックプレーンは、基板を含み、基板は、複数の画素行と複
数の画素列とのアレイにおいて配列される複数の画素電極を有する視認表面を含む。複数
の画素行の各々は、それに関連付けられた行線を有する。複数の画素列の画素列は、それ
に関連付けられた複数のＴワイヤを有する。複数のＴワイヤの各々は、ドライバチップに
接続される。複数のＴワイヤの各々は、バックプレーン内に配置された複数のビアのうち
の１つによって、複数の行線のうちのそれぞれの１つに接続され、複数のビアは、ジグザ
グパターンでバックプレーン内に配列される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１Ａは、従来のディスプレイパネルにおける源信号の経路指定を示す。図１Ｂ
は、各ソース線をコントローラに接続するＴワイヤを含む狭額縁ディスプレイパネルにお
ける源信号の経路指定を示す。
【００１０】
【図２】図２は、画素電極に隣接して延びるＴワイヤが画素電極と容量的に結合する画素
の等価回路モデルを示す。
【００１１】
【図３Ａ】図３Ａは、画素アレイに対するバックプレーン上でのビアの従来の設置を示し
、いくつかの隣接する画素の行のためのＴワイヤは、同じ画素の列に関連付けられる。
【００１２】
【図３Ｂ】図３Ｂは、隣接する画素行に関連付けられるＴワイヤの各々が、ディスプレイ
パネルの幅を横断して左右方向に移動する斜めのパターンにある異なる画素列に関連付け
られた本発明のある実施形態（すなわち、ジグザグ設計）を示す。
【００１３】
【図４】図４は、本発明の方法を使用して電気光学ディスプレイを形成するためのプロセ
スのフローチャートである。
【００１４】
【図５】図５は、本発明の３つのバックプレーンを備えているタイル状に張り付けられた
ディスプレイを描写する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　電気光学ディスプレイ技術の使用は、ＴＶ画面およびモニタのような「典型的な」ディ
スプレイ用途を超えて、電子書籍、製品ラベル、小売店の棚ラベル、デバイス監視インジ
ケータ、腕時計、標識、販売促進または広告ディスプレイ等のディスプレイ製品を含むよ
うに拡大している。典型的に、電気光学ディスプレイは、概して、ディスプレイの周辺に
沿って置かれるディスプレイの電気接続を隠すために、フレームまたはベゼルによって封
入される。いくつかの用途、具体的に、大型のタイル状に張り付けられたディスプレイに
おいて、概して、電気光学ディスプレイの視認領域全体が、光学的にアクティブであるこ
と、例えば、複数の電気光学ディスプレイを一緒にタイル状に張り付け、大型フォーマッ
トディスプレイを作成することによって作製されたアクティブな広告板が、好ましい。そ
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のような用途において、消費者は、各個々のディスプレイの視認表面全体が、光学的にア
クティブであり、タイル状に張り付けられたディスプレイ間の間隔が、最小化されること
を好む。正確に行われると、タイル状に張り付けられたディスプレイは、単一の連続的な
ディスプレイの外観を示す。
【００１６】
　タイル間に最も少ない量の非アクティブ領域を有するために、薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）の切り替えを制御するワイヤ（すなわち、Ｔワイヤ）の多くのものが、基板の裏側に
延び、次いで、ビアを通して基板の表に遷移する。基板は、典型的に、非伝導性材料から
作製されるので、静電容量が、画素電極と複数のＴワイヤとの間に作成される。Ｔワイヤ
は、典型的に、順序通りの方式で配列されるので、近接近している複数のＴワイヤが、そ
れらが、画素アレイ内の近くの画素近隣物の遷移を駆動するために使用されるので、同時
に通電されることが多い。この容量結合は、不要な光学的欠陥につながり得る。
【００１７】
　本発明は、容量結合を画素アレイ全体にわたって散開させるようにＴワイヤを分配する
ことによって、この容量結合を克服する。故に、本発明は、画素電極のアレイを有する電
気光学ディスプレイを含み、画素電極の各行は、ソース線に関連付けられ、そのソース線
は、基板の裏からビアを通して基板の表に接続するＴワイヤを用いてドライブチップに接
続される。ビアは、ジグザグパターンまたは疑似ランダムパターン等で間隔を置かれ、隣
接する画素が駆動されるとき、例えば、テキスト文字を提示しているとき、Ｔワイヤ間の
容量結合を低減させる。
【００１８】
　用語「バックプレーン」は、電気光学ディスプレイの技術分野、および前述の特許およ
び公開出願におけるその従来の意味と一貫して本明細書で使用され、１つ以上の電極を具
備する剛体または可撓性の材料を意味する。バックプレーンは、ディスプレイにアドレス
するための電子機器も具備し得るか、または、そのような電子機器は、バックプレーンと
別個のユニットで提供され得る。バックプレーンは、複数の層を含み得る。バックプレー
ンは、背面電極構造と称され得る。バックプレーンの表面は、ディスプレイの前面電極に
最も近い表面を指す。バックプレーンの裏面は、前面電極から最も遠い表面を指す。
【００１９】
　用語「視認表面」は、電気光学ディスプレイの技術分野、および前述の特許および公開
出願におけるその従来の意味と一貫して本明細書で使用され、前面電極に最も近い表面（
バックプレーンから遠隔の表面）を意味する。
【００２０】
　用語「非視認表面」は、視認表面ではない任意の表面または側面を意味するために、本
明細書で使用される。これは、バックプレーンの裏側と、バックプレーンの側面と、多層
である場合、視認表面上にないバックプレーンの任意の層とを含む。
【００２１】
　典型的に、バックプレーンは、画素電極のアレイを有する。各画素電極は、「画素ユニ
ット」の一部を形成し、画素ユニットは、通常、薄膜トランジスタと、蓄積コンデンサと
、各画素ユニットをドライバチップに電気的に接続する導体とも含む。画素電極は、技術
的には画素ユニットの一部分であるが、用語「画素」および「画素電極」は、一般的には
同義的に使用され、バックプレーンアクティブ領域の単位セルを指す。用語「列線」およ
び「行線」は、概して、それぞれ、画素トランジスタの「ゲート線」および「ソース線」
を指す。これらの用語は、本明細書において同義的に使用されている。
【００２２】
（例えば、図１Ａ、１Ｂ、３Ａ、および３Ｂに示されるもの等のアレイに組み立てられ得
る図２に示されるもの等の）トランジスタのアレイは、多くの適切な方法のうちのいずれ
か１つを使用して製造され得る。例えば、蒸着またはスパッタリング等の真空ベースの方
法が、トランジスタを形成するために必要な材料を堆積させるために使用されることがで
き、その後、堆積させられた材料は、パターン化されることができる。代替として、ウェ
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ット印刷方法または転写方法が、トランジスタを形成するために必要な材料を堆積させる
ために使用されることができる。薄膜トランジスタの製作に関して、基板は、例えば、シ
リコンウエハ、ガラス板、鋼箔、またはプラスチックシートであり得る。ゲート電極は、
例えば、金属または伝導性ポリマー等の任意の伝導性材料であり得る。半導体層としての
使用のための材料は、例えば、アモルファスシリコンまたはポリシリコン等の無機材料で
あり得る。代替として、半導体層は、ポリチオフェンおよびその誘導体、オリゴチオフェ
ン、およびペンタセン等の有機半導体で形成され得る。一般に、従来の薄膜トランジスタ
を作成することにおいて有用な任意の半導体材料が、本実施形態で使用されることができ
る。ゲート誘電体層のための材料は、有機または無機材料であり得る。好適な材料の例は
、限定ではないが、ポリイミド、二酸化ケイ素、および種々の無機コーティングおよびガ
ラスを含む。ソースおよびゲート電極は、金属または伝導性ポリマー等の任意の伝導性材
料で作製され得る。トランジスタのアレイは、電子ディスプレイにアドレスするために使
用される任意のタイプのトランジスタであり得る。追加の（すなわち、レジスタ）または
代替的（すなわち、コンデンサおよびトランジスタ）駆動構成要素も、同様に使用され得
る。別の実装において、アドレス電子バックプレーンは、トランジスタよりもむしろ非線
形要素としてダイオードを組み込み得る。本発明は、電気泳動ディスプレイ、液晶ディス
プレイ、発光ディスプレイ（有機発光材料を含む）、および回転ボールディスプレイを含
む種々の電子ディスプレイに適用可能である。
【００２３】
　材料またはディスプレイに適用されるような、用語「電気光学」は、画像技術における
その従来の意味において、少なくとも１つの光学特性が異なる第１および第２の表示状態
を有する材料であって、材料への電場の印加によって、その第１の表示状態からその第２
の表示状態に変化させられる材料を指すために、本明細書で使用される。光学特性は、典
型的に、人間の眼に知覚可能な色であるが、光の透過率、反射率、発光率、または機械読
取を対象としたディスプレイの場合、可視領域外の電磁波長の反射率の変化という意味で
の疑似色等の別の光学特性であり得る。電気光学ディスプレイは、液晶ディスプレイ（Ｌ
ＣＤ）、発光ダイオード（ＬＥＤ）または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ
、もしくは電気泳動ディスプレイ（ＥＰＤまたはＥＰＩＤ）を含み得る。
【００２４】
　いくつかの電気光学材料は、材料が固体の外面を有するという意味で固体であるが、材
料は、内部液体またはガス充填空間を有し得、多くの場合、それらを有する。固体電気光
学材料を使用するそのようなディスプレイは、以降において、便宜上、「固体電気光学デ
ィスプレイ」と称され得る。したがって、用語「固体電気光学ディスプレイ」は、回転２
色部材ディスプレイ、カプセル化電気泳動ディスプレイ、マイクロセル電気泳動ディスプ
レイ、およびカプセル化液晶ディスプレイを含む。
【００２５】
　用語「双安定」および「双安定性」は、当技術分野におけるそれらの従来の意味におい
て、少なくとも１つの光学特性が異なる第１および第２の表示状態を有する表示要素を備
えているディスプレイであり、その第１または第２の表示状態のうちのいずれかを示すよ
うに、有限持続時間のアドレスパルスを用いて、任意の所与の要素が、駆動されてから、
アドレスパルスが終了した後、表示要素の状態を変化させるために要求されるアドレスパ
ルスの最小持続時間の少なくとも数倍、例えば、少なくとも４倍にわたって、その状態が
持続するであろうようなディスプレイを指すために、本明細書で使用される。米国特許第
７，１７０，６７０号において、グレースケール対応のいくつかの粒子ベースの電気泳動
ディスプレイが、それらの極限の黒色および白色状態においてだけではなく、それらの中
間グレー状態においても安定しており、それが、いくつかの他のタイプの電気光学ディス
プレイにも当てはまることが示されている。このタイプのディスプレイは、正しくは、双
安定性よりもむしろ「多安定性」と呼ばれるが、便宜上、用語「双安定性」が、本明細書
で使用され、双安定性および多安定性ディスプレイの両方を対象とし得る。
【００２６】
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　いくつかのタイプの電気光学ディスプレイが、知られている。電気光学ディスプレイの
１つのタイプは、例えば、米国特許第５，８０８，７８３号、第５，７７７，７８２号、
第５，７６０，７６１号、第６，０５４，０７１号、第６，０５５，０９１号、第６，０
９７，５３１号、第６，１２８，１２４号、第６，１３７，４６７号、および第６，１４
７，７９１号に説明されるような、回転２色部材タイプである（このタイプのディスプレ
イは、多くの場合、「回転２色球」ディスプレイと称されるが、上で言及される特許のう
ちのいくつかのものにおいて、回転部材が、球形ではないので、用語「回転２色部材」が
、より正確なものとして好ましい）。そのようなディスプレイは、異なる光学特性を伴う
２つ以上の区分と、内部双極子とを有する多数の小型の本体（典型的に、球形または円筒
形）を使用する。これらの本体は、マトリクス内の液体が充填された液胞内に懸濁され、
液胞は、本体が回転自在であるように、液体で充填される。ディスプレイの外観は、それ
に電場を印加することによって変化させられ、したがって、種々の位置に本体を回転させ
、本体のどの区分が視認表面を通して見られるかを変動させる。このタイプの電気光学媒
体は、典型的に、双安定性である。
【００２７】
　別のタイプの電気光学ディスプレイは、エレクトロクロミック媒体、例えば、少なくと
も部分的に半導電性金属酸化物から形成される電極と、電極に取り付けられた可逆変色が
可能な複数の色素分子とを含むナノクロミックフィルムの形態のエレクトロクロミック媒
体を使用し、例えば、Ｏ’Ｒｅｇａｎ，Ｂ．，ｅｔ　ａｌ．による、Ｎａｔｕｒｅ　１９
９１，３５３，７３７、およびＷｏｏｄ，Ｄ．による、Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ，１８（３），２４（２００２年３月）を参照されたい。Ｂａｃｈ，Ｕ．，ｅｔ
　ａｌ．による、Ａｄｖ．　Ｍａｔｅｒ．，２００２，１４（１１），８４５も参照され
たい。このタイプのナノクロミックフィルムは、例えば、米国特許第６，３０１，０３８
号、第６，８７０，６５７号、および第６，９５０，２２０号にも説明される。このタイ
プの媒体も、典型的に、双安定性である。
【００２８】
　別のタイプの電気光学ディスプレイが、Ｐｈｉｌｉｐｓによって開発され、Ｈａｙｅｓ
，Ｒ．Ａ．，ｅｔ　ａｌ．による、「Ｖｉｄｅｏ－Ｓｐｅｅｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　
Ｐａｐｅｒ　Ｂａｓｅｄ　ｏｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｗｅｔｔｉｎｇ」，Ｎａｔｕｒｅ、４２
５、３８３－３８５、２００３に説明されるエレクトロウェッティングディスプレイであ
る。米国特許第７，４２０，５４９号において、そのようなエレクトロウェッティングデ
ィスプレイが、双安定性に作製され得ることが示されている。
【００２９】
　長年にわたって集中的な研究および開発の対象とされてきた電気光学ディスプレイの１
つのタイプは、粒子ベースの電気泳動ディスプレイであり、複数の荷電粒子は、電場の影
響下で流体を通して移動する。電気泳動ディスプレイは、液晶ディスプレイと比較される
とき、良好な輝度およびコントラスト、広視野角、状態の双安定性、および低電力消費の
属性を有し得る。それにもかかわらず、これらのディスプレイの長期間の画像品質に伴う
問題が、それらの広範囲の使用を妨げている。例えば、電気泳動ディスプレイを構成する
粒子は、沈降する傾向にあり、これらのディスプレイに対して不十分な運用寿命をもたら
す。
【００３０】
　上で記載されるように、電気泳動媒体は、流体の存在を要求する。殆どの従来技術の電
気泳動媒体において、この流体は、液体であるが、電気泳動媒体は、ガス状流体を使用し
て生産され得、例えば、Ｋｉｔａｍｕｒａ，Ｔ．，ｅｔ　ａｌ．による、「Ｅｌｅｃｔｒ
ｉｃａｌ　ｔｏｎｅｒ　ｍｏｖｅｍｅｎｔ　ｆｏｒ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｐａｐｅｒ
－ｌｉｋｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ」．　ＩＤＷ　Ｊａｐａｎ，２００１，Ｐａｐｅｒ　ＨＣＳ
１－１およびＹａｍａｇｕｃｈｉ，Ｙ．，ｅｔ　ａｌ．による、「Ｔｏｎｅｒ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　ｕｓｉｎｇ　ｉｎｓｕｌａｔｉｖｅ　ｐａｒｔｉｃｌｅｓ　ｃｈａｒｇｅｄ　ｔ
ｒｉｂｏｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ」，ＩＤＷ　Ｊａｐａｎ，２００１，Ｐａｐｅｒ　Ａ
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ＭＤ４－４を参照されたい。米国特許第７，３２１，４５９号および第７，２３６，２９
１号も参照されたい。そのような気体ベースの電気泳動媒体は、媒体が、例えば、媒体が
垂直面内に配置される標識内で、そのような沈降を可能にする向きにおいて使用されると
き、液体ベースの電気泳動媒体として沈降する粒子に起因する同じタイプの問題を起こし
やすいと考えられる。実際、沈降する粒子は、液体のそれと比較するとガス状の懸濁流体
のより低い粘性が電気泳動粒子のより急速な沈降を可能にするので、液体ベースのものに
おいてより、気体ベースの電気泳動媒体において深刻な問題になると考えられる。
【００３１】
　Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（Ｍ
ＩＴ）およびＥ　Ｉｎｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎに譲渡された、またはそれらの名義で
ある多数の特許および出願は、カプセル化電気泳動および他の電気光学媒体において使用
される種々の技術を説明する。そのようなカプセル化媒体は、多数の小カプセルを備え、
それらの各々自体が、流体媒体内に電気泳動的可動粒子を含む内相と、内相を包囲するカ
プセル壁とを備えている。典型的に、カプセル自体は、２つの電極間に位置付けられるコ
ヒーレント層を形成するために、ポリマーバインダ内に保持される。これらの特許および
出願において説明される技術は、以下を含む。
【００３２】
　（ａ）電気泳動粒子、流体、および流体添加剤（例えば、米国特許第７，００２，７２
８号および第７，６７９，８１４号参照）
【００３３】
　（ｂ）カプセル、バインダ、およびカプセル化プロセス（例えば、米国特許第６，９２
２，２７６号および第７，４１１，７１９号参照）
【００３４】
　（ｃ）電気光学材料を含むフィルムおよびサブアセンブリ（例えば、米国特許第６，９
８２，１７８号および第７，８３９，５６４号参照）
【００３５】
　（ｄ）バックプレーン、接着層、および他の補助層、およびディスプレイ内で使用され
る方法（例えば、米国特許第Ｄ４８５，２９４号、第６，１２４，８５１号、第６，１３
０，７７３号、第６，１７７，９２１号、第６，２３２，９５０号、第６，２５２，５６
４号、第６，３１２，３０４号、第６，３１２，９７１号、第６，３７６，８２８号、第
６，３９２，７８６号、第６，４１３，７９０号、第６，４２２，６８７号、第６，４４
５，３７４号、第６，４８０，１８２号、第６，４９８，１１４号、第６，５０６，４３
８号、第６，５１８，９４９号、第６，５２１，４８９号、第６，５３５，１９７号、第
６，５４５，２９１号、第６，６３９，５７８号、第６，６５７，７７２号、第６，６６
４，９４４号、第６，６８０，７２５号、第６，６８３，３３３号、第６，７２４，５１
９号、第６，７５０，４７３号、第６，８１６，１４７号、第６，８１９，４７１号、第
６，８２５，０６８号、第６，８３１，７６９号、第６，８４２，１６７号、第６，８４
２，２７９号、第６，８４２，６５７号、第６，８６５，０１０号、第６，９６７，６４
０号、第６，９８０，１９６号、第７，０１２，７３５号、第７，０３０，４１２号、第
７，０７５，７０３号、第７，１０６，２９６号、第７，１１０，１６３号、第７，１１
６，３１８号、第７，１４８，１２８号、第７，１６７，１５５号、第７，１７３，７５
２号、第７，１７６，８８０号、第７，１９０，００８号、第７，２０６，１１９号、第
７，２２３，６７２号、第７，２３０，７５１号、第７，２５６，７６６号、第７，２５
９，７４４号、第７，２８０，０９４号、第７，３２７，５１１号、第７，３４９，１４
８号、第７，３５２，３５３号、第７，３６５，３９４号、第７，３６５，７３３号、第
７，３８２，３６３号、第７，３８８，５７２号、第７，４４２，５８７号、第７，４９
２，４９７号、第７，５３５，６２４号、第７，５５１，３４６号、第７，５５４，７１
２号、第７，５８３，４２７号、第７，５９８，１７３号、第７，６０５，７９９号、第
７，６３６，１９１号、第７，６４９，６７４号、第７，６６７，８８６号、第７，６７
２，０４０号、第７，６８８，４９７号、第７，７３３，３３５号、第７，７８５，９８
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８号、第７，８４３，６２６号、第７，８５９，６３７号、第７，８９３，４３５号、第
７，８９８，７１７号、第７，９５７，０５３号、第７，９８６，４５０号、第８，００
９，３４４号、第８，０２７，０８１号、第８，０４９，９４７号、第８，０７７，１４
１号、第８，０８９，４５３号、第８，２０８，１９３号、および第８，３７３，２１１
号、および米国特許出願公開第２００２／００６０３２１号、第２００４／０１０５０３
６号、第２００５／０１２２３０６号、第２００５／０１２２５６３号、第２００７／０
０５２７５７号、第２００７／００９７４８９号、第２００７／０１０９２１９号、第２
００７／０２１１００２号、第２００９／０１２２３８９号、第２００９／０３１５０４
４号、第２０１０／０２６５２３９号、第２０１１／００２６１０１号、第２０１１／０
１４０７４４号、第２０１１／０１８７６８３号、第２０１１／０１８７６８９号、第２
０１１／０２８６０８２号、第２０１１／０２８６０８６号、第２０１１／０２９２３１
９号、第２０１１／０２９２４９３号、第２０１１／０２９２４９４号、第２０１１／０
２９７３０９号、第２０１１／０３１０４５９号、および第２０１２／０１８２５９９、
および国際出願公開第ＷＯ　００／３８０００号、欧州特許第１，０９９，２０７　Ｂ１
号および第１，１４５，０７２　Ｂ１号参照）
【００３６】
　（ｅ）色形成および色調節（例えば、米国特許第７，０７５，５０２号および米国特許
出願公開第２００７／０１０９２１９号参照）
【００３７】
　（ｆ）ディスプレイを駆動する方法（例えば、米国特許第７，０１２，６００号および
第７，４５３，４４５号参照）
【００３８】
　（ｇ）ディスプレイの適用（例えば、米国特許第７，３１２，７８４号および第８，０
０９，３４８号参照）
【００３９】
　（ｈ）非電気泳動ディスプレイ（例えば、米国特許第６，２４１，９２１号、第６，９
５０，２２０号、第７，４２０，５４９号、および第８，３１９，７５９号、および米国
特許出願公開第２０１２／０２９３８５８号参照）
【００４０】
　前述の特許および出願の多くは、カプセル化電気泳動媒体内の別々のマイクロカプセル
を包囲する壁が、連続相によって取って代わられ得、したがって、電気泳動媒体が、電気
泳動流体の複数の別々の液滴と、ポリマー材料の連続相とを備えている、いわゆる、ポリ
マー分散型電気泳動ディスプレイを生産し、そのようなポリマー分散型電気泳動ディスプ
レイ内の電気泳動流体の別々の液滴が、別々のカプセル膜が、各それぞれの液滴に関連付
けられないにもかかわらず、カプセルまたはマイクロカプセルとして見なされ得ることを
認識し、例えば、前述の米国特許第６，８６６，７６０号を参照されたい。故に、本出願
の目的のために、そのようなポリマー分散型電気泳動媒体は、カプセル化電気泳動媒体の
亜種として見なされる。
【００４１】
　関連するタイプの電気泳動ディスプレイは、いわゆる、「マイクロセル電気泳動ディス
プレイ」である。マイクロセル電気泳動ディスプレイにおいて、荷電粒子および流体は、
マイクロカプセル内にカプセル化されず、代わりに、典型的にはポリマーフィルムである
担体媒体中に形成された複数の空洞内に保持される。例えば、両方ともが、ＳｉＰｉｘ　
Ｉｍａｇｉｎｇ，Ｉｎｃに譲渡された米国特許第６，６７２，９２１号および第６，７８
８，４４９号を参照されたい。
【００４２】
　電気泳動媒体は、多くの場合、不透過性であり（例えば、多くの電気泳動媒体において
、粒子が、ディスプレイを通した可視光の伝送を実質的に遮断するので）、反射モードで
動作するが、多くの電気泳動ディスプレイは、１つの表示状態が、実質的に不透過性であ
り、１つが、光透過性である、いわゆる「シャッタモード」で動作するように作製され得
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る。例えば、米国特許第５，８７２，５５２号、第６，１３０，７７４号、第６，１４４
，３６１号、第６，１７２，７９８号、第６，２７１，８２３号、第６，２２５，９７１
号、および第６，１８４，８５６号を参照されたい。電気泳動ディスプレイと類似するが
、電場強度の変動に依拠する電気泳動ディスプレイは、類似モードで動作し得、米国特許
第４，４１８，３４６号を参照されたい。他のタイプの電気光学ディスプレイも、シャッ
タモードで動作することが可能であり得る。シャッタモードで動作する電気光学媒体は、
フルカラーディスプレイのための多層構造において有用であり得、そのような構造におい
て、ディスプレイの視認表面に隣接する少なくとも１つの層が、視認表面からより遠い第
２の層を暴露または隠蔽するために、シャッタモードで動作する。
【００４３】
　カプセル化電気泳動ディスプレイは、典型的に、従来の電気泳動デバイスの集塊化およ
び沈降失敗モードに悩まされず、多種多様の可撓性および剛体基板上にディスプレイを印
刷またはコーティングするための能力等のさらなる利点を提供する。（単語「印刷」の使
用は、制限ではないが、パッチダイコーティング、スロットまたは押出コーティング、ス
ライドもしくはカスケードコーティング、カーテンコーティング等の事前計量コーティン
グ、ナイフオーバーロールコーティング、フォワード・リバースロールコーティング等の
ロールコーティング、グラビアコーティング、浸漬コーティング、スプレーコーティング
、メニスカスコーティング、スピンコーティング、ブラシコーティング、エアナイフコー
ティング、シルクスクリーン印刷プロセス、静電印刷プロセス、感熱印刷プロセス、イン
クジェット印刷プロセス、電気泳動堆積（米国特許第７，３３９，７１５号参照）、およ
び他の類似技法を含むあらゆる形態の印刷およびコーティングを含むことを意図している
。）したがって、結果として生じるディスプレイは、可撓性であり得る。さらに、ディス
プレイ媒体が、（種々の方法を使用して）印刷され得るので、ディスプレイ自体は、安価
に作製されることができる。
【００４４】
　他のタイプの電気光学材料も、本発明において使用され得る。特に興味深いことに、双
安定強誘電性液晶（ＦＬＣ）およびコレステリック液晶ディスプレイが、当技術分野で公
知である。
【００４５】
　他のタイプの電気光学媒体も、本発明のディスプレイにおいて使用され得る。
【００４６】
　電気泳動ディスプレイは、通常、電気泳動材料の層と、電気泳動材料の反対側に配置さ
れる少なくとも２つの他の層とを備え、これら２つの層のうちの１つは、電極層である。
殆どのそのようなディスプレイにおいて、層の両方は、電極層であり、電極層の一方また
は両方は、ディスプレイの画素を画定するようにパターン化される。例えば、一方の電極
層は、細長い行電極にパターン化され、他方は、列電極に対して直角に延びる細長い列電
極にパターン化され得、画素は、行および列電極の交差点によって画定される。代替とし
て、より一般的に、一方の電極層は、単一の連続電極の形態を有し、他方の電極層は、そ
れらの各々が、ディスプレイの１つの画素を画定する画素電極のマトリクスにパターン化
される。スタイラスとの使用のために意図される別のタイプの電気泳動ディスプレイにお
いて、プリントヘッドまたは類似する可動電極は、ディスプレイとは別であり、電気泳動
層に隣接する層のうちの１つのみが、電極を備え、電気泳動層の反対側の層は、典型的に
、可動電極が電気泳動層を損傷することを防止することが意図される保護層である。
【００４７】
　３層電気泳動ディスプレイの製造は、通常、少なくとも１つの積層動作を伴う。例えば
、前述のＭＩＴおよびＥ　Ｉｎｋ特許および出願のうちのいくつかにおいて、カプセル化
電気泳動ディスプレイを製造するためのプロセスが、説明され、バインダ中にカプセルを
備えているカプセル化電気泳動媒体が、プラスチックフィルム上にインジウムスズ酸化物
（ＩＴＯ）または類似伝導性コーティング（最終ディスプレイの１つの電極として作用す
る）を備えている可撓性基板上にコーティングされ、カプセル／バインダコーティングが
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、乾燥させられ、基板にしっかりと接着された電気泳動媒体のコヒーレント層を形成する
。別個に、画素電極のアレイと、画素電極を接続し、回路を駆動するための導体の適切な
配列とを含むバックプレーンが調製される。最終ディスプレイを形成するために、その上
にカプセル／バインダ層を有する基板が、積層接着剤を使用してバックプレーンに積層さ
れる。（非常に類似するプロセスが、バックプレーンをプラスチックフィルム等の単純な
保護層（その上でスタイラスまたは他の可動電極が、スライドし得る）と置換することに
よって、スタイラスまたは類似可動電極とともに使用可能な電気泳動ディスプレイを調製
するために使用されることができる。）そのようなプロセスの１つの好ましい形態におい
て、バックプレーンは、それ自体が可撓性であり、プラスチックフィルムまたは他の可撓
性基板上に画素電極および導体を印刷することによって調製される。このプロセスによる
ディスプレイの大量生産のための好ましい積層技法は、積層接着剤を使用するロール積層
である。類似する製造技法が、他のタイプの電気光学ディスプレイと共に使用されること
ができる。例えば、マイクロセル電気泳動媒体または回転２色部材媒体が、カプセル化電
気泳動媒体と実質的に同じ様式でバックプレーンに積層され得る。
【００４８】
　前述の米国特許第６，９８２，１７８号（３列目の６３行目から５列目の４６行目を参
照）で議論されるように、電気泳動ディスプレイにおいて使用される構成要素の多くのも
の、およびそのようなディスプレイを製造するために使用される方法は、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）において使用される技術から導出される。例えば、電気泳動ディスプレイは
、トランジスタまたはダイオードのアレイと画素電極の対応するアレイとを備えているバ
ックプレーンと、（複数の画素、および典型的に、ディスプレイ全体にわたって延びてい
る電極の意味において）透過性基板上の「連続」前面電極とを使用し得、これらの構成要
素は、ＬＣＤにおけるもの本質的に同じである。しかしながら、ＬＣＤを組み立てるため
に使用される方法は、カプセル化電気泳動ディスプレイと共に使用されることができない
。ＬＣＤは、通常、別個のガラス基板上にバックプレーンと前面電極とを形成し、次いで
、これらの構成要素の間に小さい開口を残して、それらを一緒に接着して固定し、結果と
して生じたアセンブリを真空下に設置し、液晶が、バックプレーンと前面電極との間の開
口を通して流動するように、液晶槽中にアセンブリを浸すことによって、組み立てられる
。最終的に、液晶が、定位置に来ると、開口が、最終ディスプレイを提供するためにシー
ルされる。
【００４９】
　このＬＣＤ組立プロセスは、カプセル化ディスプレイに容易に移行されることはできな
い。電気泳動材料は、固体であるので、これらの２つの完全体が、互いに固定される前に
バックプレーンと前面電極との間に存在しなければならない。さらに、いずれかに取り付
けられることなく前面電極とバックプレーンとの間に単純に配置される液晶材料と対照的
に、カプセル化電気泳動媒体は、通常、両方に固定される必要があり、大部分の場合、電
気泳動媒体は、概して、これが回路を含むバックプレーン上に媒体を形成するより容易で
あるので、前面電極上に形成され、前面電極／電気泳動媒体の組み合わせは、次いで、典
型的に、接着剤で電気泳動媒体の表面全体を被覆し、熱、圧力、およびおそらく真空下で
積層することによって、バックプレーンに積層される。故に、固体電気泳動ディスプレイ
の最終積層のための大部分の従来技術の方法は、本質的に、（典型的には）電気光学媒体
、積層接着剤、およびバックプレーンが、最終組立の直前にまとめられるバッチ方法であ
り、大量生産のためにより良好に適合される方法を提供することが望ましい。
【００５０】
　電気泳動ディスプレイを含む電気光学ディスプレイは、高価であり得、例えば、ポータ
ブルコンピュータにおいて見出されるカラーＬＣＤの費用は、典型的に、コンピュータの
費用全体のかなりの割合である。そのようなディスプレイの使用が、ポータブルコンピュ
ータよりはるかに安価な携帯電話および携帯情報端末（ＰＤＡ）等のデバイスに広まるに
つれて、そのようなディスプレイの費用を削減するための圧力がある。上で議論されるよ
うに、可撓性基板上に印刷技法によって電気泳動媒体の層を形成する能力は、コート紙、
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ポリマーフィルム、および類似媒体の生産のために使用される業務用機器を使用するロー
ルツーロールコーティング等の大量生産技法を使用することによって、ディスプレイの電
気泳動構成要素の費用を削減する可能性を広げる。
【００５１】
　ディスプレイが、反射性であるか、透過性であるか、および、使用される電気光学媒体
が双安定であるかどうかにかかわらず、高解像度ディスプレイを得るために、ディスプレ
イの個々の画素は、隣接する画素からの干渉を伴わずにアドレス可能でなければならない
。この目的を達成するための１つの方法は、トランジスタまたはダイオード等の非線形要
素のアレイを提供することであり、「アクティブマトリクス」ディスプレイを生産するた
めに、少なくとも１つの非線形要素が、各画素に関連付けられる。１つの画素にアドレス
するアドレスまたは画素電極が、関連付けられた非線形要素を通して適切な電圧源に接続
される。典型的に、非線形要素がトランジスタであるとき、画素電極は、トランジスタの
ドレインに接続され（この配列は、以下の説明で仮定されるであろうが、本質的に恣意的
である）、画素電極は、トランジスタ源に接続され得る。従来、高解像度アレイにおいて
、画素は、任意の特定の画素が、１つの特定の行と１つの特定の列との交差点によって一
意的に画定されるように、行と列との２次元アレイにおいて配列される。各列におけるト
ランジスタ全ての源が、単一の列電極に接続される一方、各行におけるトランジスタ全て
のゲートは、単一の行電極に接続される（再度、行への源の割り当ておよび列へのゲート
の割り当ては、従来的であるが、本質的に恣意的であり、所望される場合、逆転させ得る
）。行電極は、任意の所与の瞬間に１つの行のみが、選択されること、すなわち、選択さ
れた行におけるトランジスタ全てが、伝導性であることを確実にする等のために、選択さ
れた行電極に電圧が印加されている一方、これらの選択されていない行におけるトランジ
スタ全てが、非伝導性のままであることを確実にする等のために、全ての他の行に電圧が
印加されていることを本質的に確実にする行ドライバに接続される。列電極は、選択され
た行における画素をそれらの所望される光学状態に駆動するように選択された電圧を種々
の列電極に印加する列ドライバに接続される。（前述の電圧は、従来、非線形アレイから
電気光学媒体の反対側に提供され、ディスプレイ全体にわたり延びている一般的な前面電
極に対するものである。）「ラインアドレス時間」として知られている事前選択された間
隔の後、選択された行が、選択解除され、次の行が、選択され、列ドライバ上の電圧は、
ディスプレイの次の行が書き込まれるように変化させられる。このプロセスは、ディスプ
レイ全体が行毎に書き込まれるように繰り返される。
【００５２】
　アクティブマトリクスディスプレイを製造するためのプロセスが、良好に確立されてい
る。例えば、薄膜トランジスタが、種々の堆積およびフォトリソグラフィ技法を使用して
製作されることができる。トランジスタは、ゲート電極と、絶縁誘電体層と、半導体層と
、ソースおよびドレイン電極とを含む。ゲート電極への電圧の印加は、誘電体層を横断し
て電場を提供し、それは、半導体層のソース・ドレイン伝導性を劇的に増加させる。この
変化は、ソース電極とドレイン電極との間の電気伝導を可能にする。典型的に、ゲート電
極、ソース電極、およびドレイン電極は、パターン化される。一般に、半導体層も、近隣
回路要素間の漂遊伝導（すなわち、クロストーク）を最小化するためにパターン化される
。
【００５３】
　電気光学ディスプレイは、多くの場合、例えば、大型の標識または広告板の形態で、大
面積ディスプレイを形成するために使用される。そのような大面積ディスプレイは、フォ
トリソグラフィによって生産されるバックプレーンのサイズへの制限等の技術的理由のた
めに、個々の電気光学ディスプレイがあるサイズを経済的に超過できないので、頻繁に、
別々の電気光学ディスプレイの２次元アレイを一緒に「タイル状に張る」（すなわち、並
置する）ことによって形成される。単一の大面積ディスプレイの錯覚を作成するために、
隣接するディスプレイ間に非アクティブ境界を伴うことなく、ディスプレイの可視領域全
体がアクティブであることが重要である。残念ながら、従来の電気光学ディスプレイは、
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通常、ディスプレイの周辺に配置されるドライバ電子機器を要求する。そのような周辺ド
ライバ電子機器は、ディスプレイのアクティブ領域が、通常、ドライバ電子機器を隠す役
割を果たすベゼルによって包囲されるので、ディスプレイが、個々に使用されるときは問
題にならない。しかしながら、そのような周辺ドライバ電子機器は、周辺領域が、本質的
に光学的に非アクティブであるので、複数のディスプレイが、大面積ディスプレイを形成
するために使用されるときには問題を生じさせる。故に、個々のディスプレイの周辺部分
に非アクティブ領域を導入することなく、大面積ディスプレイを形成するための電気光学
ディスプレイを一緒にタイル状に張り付ける方法の必要性がある。
【００５４】
　狭額縁ディスプレイ（またはディスプレイパネル）は、いくつかのそのようなディスプ
レイパネルが、群に配列され、より大きいディスプレイを生産するある配列（「タイル状
張り付け」）で使用され得る。そうすることにおいて、そのようなディスプレイパネル上
の境界領域を低減させること、または排除することが、好ましく、それによって、隣接す
るディスプレイパネルの画素は、可能な限り近くにあり得、それは、複数のそのようなデ
ィスプレイパネルを一緒に接合することを促進し、ディスプレイパネルの群にわたって単
一の連続的な画素のアレイの外観を作成する。
【００５５】
　時として、ディスプレイパネルの境界領域に位置し得る構成要素は、画素につながる線
を含み、線は、個々の画素の表示を制御し、例えば、１つ以上の個々の画素の色またはグ
レーレベルを変化させるために使用される（図１Ａ）。図１Ａは、ディスプレイパネルの
境界に沿って延びる接続を有する一連のソース線を有する単一のディスプレイパネルを示
す。
【００５６】
　これら等の構成要素に関して、画素自体を越えて延びている境界の必要性を低減させ、
または排除するための方略は、ディスプレイパネルの裏側（すなわち、パネルの表側のデ
ィスプレイ画素の反対の側）に沿った画素アレイの領域においてそのような線を経路指定
し、１つ以上のビア（時として、「ビア孔」もしくは「伝導性ビア」と称される）を通し
、ディスプレイパネルの表側に向けることである。例えば、図１Ｂに示されるように、一
連のＴワイヤが、（図１Ｂで「ＩＣ」と標識される）ドライバチップから、ディスプレイ
パネルの裏側に沿って延び、次いで、ディスプレイパネルを貫通する個々の伝導性ビアを
通して、パネルの表側の特定のソース線に電気的に結合される。（図１Ａおよび１ＢのＩ
Ｃは、基板の表または裏に位置し得る。）図１Ｂに示されるように、１つの別個のＴワイ
ヤおよび１つの別個のビアが、各個々のソース線との接続を確立するために使用されるこ
とが、典型的である。図１Ｂに示される配列において、画素の列の大部分のもの（すなわ
ち、垂直に配列されるものとして図１Ｂに示される長寸法における画素の線）は、３本の
別個のＴワイヤに関連付けられ、種々の実施形態において、他の数（例えば、２、４、ま
たはより大きい数）のＴワイヤが、各画素列に関連付けられ得る。垂直方向に延びるＴワ
イヤの群は、典型的に、図１Ｂに示されるように、隣接するソース線に対応する。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、ビア開口（またはビア孔）は、バックプレーンを通して
作製され、伝導性材料で充填され、視認側の電子構成要素をバックプレーンの裏側の電子
構成要素に相互接続することを促進する。伝導性材料は、電子はんだ、銀、スズ、アルミ
ニウム、金、鉛、または別の伝導性金属であり得る。ビア開口は、例えば、視認側の電子
構成要素を裏側のドライバに接続するように、バックプレーンのポリマー材料を通して、
エッチングされ、打抜され、穿孔され、またはレーザ穿孔され得る。ビア開口は、印刷（
例えば、インクジェット、スクリーン、またはオフセット印刷）、伝導性樹脂の適用、シ
ャドウマスク蒸着、もしくは従来のフォトリソグラフィ方法を含む種々の材料および技法
を使用して充填され得る。
【００５８】
　図１Ｂの設計を使用する電気光学ディスプレイの性能は、画素電極と下にあるＴワイヤ
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との間の容量結合によって低下させられる。図２は、図１Ａ、１Ｂ、３Ａ、および３Ｂの
画素アレイにおいて使用され得るタイプの単一の画素の等価回路モデルを示す。図２にお
いて、３本の下にあるＴワイヤの容量結合は、Ｃｐｔ１、Ｃｐｔ２、およびＣｐｔ３とし
て描写されているが、しかしながら、３本より少ないまたは多いワイヤが、画素に近接し
て延びるワイヤの数に対応するようにモデル内に含まれ得る。
【００５９】
　いくつかのＴワイヤからの容量結合の相加的効果により、複数の隣接する画素の疑似的
または不適切なアクティブ化が、「残像」（例えば、画素の表示状態が白色であるとする
と、図３Ａに示されるような垂直な画素群における灰色または黒色の外観への完全な切り
替えの不足）として公知である現象につながり得る。この容量結合により、名目上第１の
状態にある１つ以上の行が、実際に、それらの最後の状態に向かって引き込まれ、すなわ
ち、それらは、それらの最後の状態の記憶を保持し、最後の状態がそれらの新しい状態に
おいて可視である。さらに、図２に示されるように、対応するソース線が、アクティブに
されると、電圧を受け取るＴワイヤの各々は、総静電容量を増大させる。したがって、隣
接する画素のブロックが、アクティブにされると、複数の隣接するＴワイヤも、同時にア
クティブにされ、Ｔワイヤに隣接する画素におけるより強力な残像をもたらす。その効果
が、図３Ａと３Ｂとの比較に図示される。
【００６０】
　残像現象は、パネルが、一方の寸法において、他方の（直交する）寸法におけるものよ
り多くの画素を有する図１Ｂに示されるもの等の状況において、より顕著である。これら
等の状況は、ソース線の全てへの接続を作製するために、各画素の列に隣接して延びる複
数のＴワイヤが存在することを要求する。したがって、特定の画素の列に関連付けられる
Ｔワイヤのいくつかが、同時にアクティブにされる場合、これは、結果として生じる残像
を伴うその画素の列の容量結合を引き起こす。
【００６１】
　総容量結合は、Ｔワイヤおよびビアの配列にかかわらず、ほぼ同じであるが、ビアが、
本発明に従って分配されると、ユーザは、はるかに少ない残像を知覚する（または全く知
覚しない）。図３Ａおよび３Ｂに示される特定の例において、ディスプレイパネルの右側
の１２個の画素が、アクティブにされ、黒色になる。垂直の黒色の長方形を表示するため
に、第２および第３の列の各々における３本のＴワイヤは、パネル内のＴワイヤの残りの
ものと異なる同じ電圧シーケンスを送達する。結果として、２つの列の画素内の容量結合
効果は、他のものと異なり、画素列のアクティブ化の観察可能な帯域につながる。すなわ
ち、図３Ａのパネル内のビアの分布を所与として、濃い画素（右上側）の群をアクティブ
にするために必要とされるソース線に関連付けられるＴワイヤは、画素の第２および第３
の列に隣接する。したがって、図３Ａの１２個の画素ブロックをアクティブにすることは
、そのうちの３本が、第２の画素の列に隣接し、そのうちの３本が、第３の画素の列に隣
接する６本のＴワイヤのアクティブ化を要求する。図３Ａに示されるように、第２および
第３の画素の列の各々は、Ｔワイヤの群と画素電極との間に生じる容量結合に起因して、
少なくとも部分的にアクティブにされ、これらの画素の列の残像を引き起こす。
【００６２】
　この問題に対処するために、一実施形態において、ビアは、２つの隣接する画素行のソ
ース線に結合するＴワイヤが、異なる画素列に関連付けられたＴワイヤの配列をもたらす
パターンで、パネル内に形成され得る。図３Ｂに示される特定の実施形態において、Ｔワ
イヤのこの分布を作成するための１つの方法は、ビアが、パネルの幅を横断して前後に延
びる斜めのパターンで配列された互い違いに配置されたパターンまたは「ジグザグ」のパ
ターンでビアを位置決めすることであり、それによって、複数のＴワイヤの各々は、複数
の隣接していない行に関連付けられる行線に接続される。図３Ｂの例示的なジグザグ設計
に見られるように、同じ列内のビアは、（例えば、４つ以上の介在行によって）垂直に分
離され、かつ、それらは、（例えば、少なくとも１つの列によって）水平に分離され、そ
れは、近くの画素の連続したブロックが表示されるとき、同じ列内の２つ以上のＴ線が同
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時にアクティブにされる可能性を低減させる。当然ながら、種々のタイプの分離が、利用
可能である。最も近い近隣ビアは、例えば、少なくとも１つの画素行、例えば、少なくと
も２つの画素行、例えば、少なくとも３つの画素行、例えば、少なくとも４つの画素行に
よって、および／または、少なくとも１つの画素列、例えば、少なくとも２つの画素列、
例えば、少なくとも３つの画素列、例えば、少なくとも４つの画素列によって分離され得
る。
【００６３】
　図３Ｂに示されるように、隣接するソース線に対応するビアは、隣接する行内の画素が
、アクティブにされると、Ｔワイヤの各々が、異なる画素列に関連付けられるように、異
なる画素列に関連付けられる。すなわち、ジグザグビア孔設計は、各列内のビア孔を分離
し、故に、３本のＴワイヤからの容量結合が、同時に生じる確率を減少させる。図３Ｂに
示される特定の実施形態において、黒色のための電圧シーケンスを送達する各画素列内の
Ｔワイヤの最大数は、１である。故に、各画素列間の輝度シフトの低減した差異は、残像
の低減につながる。ジグザグビア設計のさらなる利点は、隣接するデータ線が、類似する
ＲＣ装填を有することであり、それは、隣接するデータ線間のＲＣ遅延の差異に起因する
残像を低減させ、または排除する。したがって、本設計を使用して、隣接する行に関連付
けられるビアを異なる画素列に分離しながら、隣接するデータ線／Ｔワイヤのために同様
のＲＣ定数に維持することができる。
【００６４】
　しかしながら、ＲＣ遅延が、懸念ではない場合（例えば、より小さいディスプレイパネ
ルサイズに関する場合）、ランダムに分配されたビア孔設計も、使用され、Ｔワイヤが誘
発する残像に対処し得る。例えば、一実施形態において、ビアは、ランダムまたは疑似ラ
ンダム配列で分配され得る。一特定の実施形態において、ランダムまたは疑似ランダム配
列は、同じ画素列に隣接する隣接する画素行に関連付けられた２つ以上のＴワイヤにつな
がるビアの配列を禁止する等の他の規則と結合されることができる。例えば、疑似乱数発
生器が、ビアの順序を表す一連の番号を生成するために使用され得る。ジグザグビア設計
と比較されると、ランダムまたは疑似ランダムビア配列の利点は、それが、周期的構造を
有する画像を表示するとき、ジグザグ設計において生じ得る残像を回避し得ることである
。
【００６５】
　画像を生成することは、多くの場合、隣接する画素の群の同時のアクティブ化を伴うの
で、図３Ｂに示されるように、Ｔワイヤを互い違いに配置されるためにビアの分布を変化
させることは、隣接する画素のブロックのアクティブ化に関連付けられた残像現象を低減
させ、または排除することに役立つ。一般に、提案されるビア設計は、各画素列内のビア
を分離し、それは、複数（例えば、３本）のＴワイヤが、同時に同じ信号を送達する確率
を減少させる。故に、Ｔワイヤから画素電極への容量結合に起因する輝度シフトは、最小
化される。
【００６６】
　図４は、電気光学ディスプレイを形成するための例示的プロセス４００のフローチャー
トである。プロセス４００は、ドライバチップおよびバックプレーンを提供することを含
む（ステップ４１０）。バックプレーンは、画素行と、画素列とのアレイにおいて配列さ
れる複数の画素電極を有する基板を含み得、画素行の各々は、それに関連付けられた行線
を有する。プロセス４００は、画素列のうちの少なくとも１つに関連付けられた複数のＴ
ワイヤを形成するステップも含む（ステップ４２０）。複数のＴワイヤの各々は、ドライ
バチップに接続され得る。プロセス４００は、２つの最も近い近隣ビアが、任意の画素列
の隣接する画素行に関連付けられないように、バックプレーン内に複数のビアを形成する
ことをさらに含み得る（ステップ４３０）。プロセス４００は、バックプレーン内に配置
された複数のビアのうちの１つを使用して、複数のＴワイヤの各々をそれぞれの複数の行
線に接続することも含み得る（ステップ４４０）。図４のプロセス４００は、図３Ｂに示
されるディスプレイパネルを含む本明細書に開示されるもの等のディスプレイを生産する
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【００６７】
　図５に示されるように、本発明の複数のバックプレーンは、一緒にタイル状に張り付け
られ、大型フォーマットディスプレイを作成し得る。例えば、３つのバックプレーン５１
０が、それらが、少し離れて、単一の大型ディスプレイであるように見えるように、支持
部５２０上に配列され得る。そのような構成は、特に、デジタルサイネージのために有用
であり、それらがモジュール式方式で形成され得るので、製作コストを大いに低減させる
。
【００６８】
　多数の変更および修正が、本発明の範囲から逸脱することなく、上で説明される本発明
の具体的な実施形態において成され得ることが、当業者に明白となるであろう。故に、前
述の説明全体は、例証的に解釈されるべきであり、限定する意味で解釈されるべきではな
い。

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５】
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